
※特別番組の編成などにより、タイトル・内容、放送日時が変更になる可能性があります。

〒920－0935 金沢市石引4丁目17番1号 石川県本多の森庁舎2階　電話（076）223-9572　E-mail：kendai@pref.ishikawa.lg.jp

番組へのご意見は……   ・石川県教育委員会事務局生涯学習課 （０７６）２２５ー１８３６
  ・石川テレビ　制作部 （０７６）２６７ー２１４１
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石川県立生涯学習センターの視聴覚ライブラリーでは、生涯学習講座「ふれあい空間いしかわ」のＤＶＤの視聴・貸出を
しています。「番組を見逃した！もう一度あの回が見たい！」という方は、ぜひご利用ください。

石川県立生涯学習センターからのお知らせ

＜利用料＞　無　料 ＜開館時間＞午前９時～午後６時 ※12月29日（月）～１月３日（土）休館日
※開館状況につきましては、事前に施設HP等でご確認ください。
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生 涯 学 習 講 座

石川県民大学校放送利用講座
～手話通訳つき放送～
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県民大学校については石川県立生涯学習センターまで、お問い合わせください。
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絆 を 深 め る 心 の 教 育
心の教育推進大会

（県内）

石川県立自然史資料館が開催した光に集まる昆虫採集
会。今年は湯涌創作の森で行われました。多くの昆虫に
は光に集まる性質があり、この習性を利用して採集する
方法をライトトラップ法といいます。「なぜ虫は光に集
まってくるのか」「どんな虫が集まってくるのか」といっ
た昆虫の生態や多様性について子どもたちが学びます。

光 に 集 ま る 昆 虫 採 集
石川県立自然史資料館

（金沢市）

県立生涯学習センターでは、県民を対象にふるさ
と学習「ふるさとモット学び塾」を開催しています。
その中から輪島漆器商工業協同組合の松本石根氏に
よる「輪島塗について」、金沢大学名誉教授加藤和
夫氏による「変化する北陸の方言」の２回の講座に
ついて紹介します。

能登半島地震の被災地の子どもたちを対象にした
「がんばろう 能登っ子！自然学校」。「リフレッシュ
秋キャンプ」では、秋の白山手取川ジオパークを舞
台に、三方岩登山やタンデムサイクリングを満喫。
石川の自然に触れ、イキイキと活動し、心の復興へ
と向かう子どもたちの姿を紹介します。

石川県×国能青 共同事業
「がんばろう 能登っ子！自然学校」
リフレッシュ秋キャンプ

白山ろく少年自然の家
（白山市）

心の教育推進協議会では、子どもたちの豊かな心
や感性を育む「心の教育」を進める一環として「心
の教育推進大会」を実施します。大会での「心の教
育推進感謝状」の贈呈や「未来へつむぐ家族の手紙」
の表彰と朗読などについて紹介します。

金沢市の浄土宗寺院弘願院では地域の小学生を対
象に「ともいき てらつど」を開催しています。「とも
いき」とは、「互いの個性を尊重し、ともに助け合い、
支え合う」という理念。お寺という第３の居場所で異
年齢間の交流を通して育まれる子どもたちの心の成
長を見つめます。

と も い き  て ら つ ど
～お寺を第３の居場所に～

浄土宗寺院弘願院
（金沢市）

特
別
号

ふれあい空間いしかわでは、県内の様々な分野で
生涯学習に携わる人たちやその活動を紹介します。
特別号では今年度放送する番組の一部をダイジェ
ストでお送りします。
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小松市の里山資源や、伝統技術を学ぶ施設が「里
山自然学校こまつ滝ヶ原」。廃校（廃所）となってい
た那谷小学校滝ヶ原分校と滝ヶ原保育所を再利用した
施設で「里山フェスタ in 滝ヶ原 2025」が開催されま
した。音楽ライブに地元食材を使った料理、特産品の
販売など多くの参加者で賑わう様子を紹介します。

里山フェスタ i n 滝ケ原
里山自然学校こまつ滝ヶ原

(小松市)

いしかわ子ども自然学校 能登里海チャレンジ
「ロード・トゥ・リバイバル」

鹿島少年自然の家
(中能登町)

のとじま水族館でのクイズラリーや遊覧船「シー
バード」での七尾湾周遊、地引網体験等の海洋体験
活動を通じて、能登半島地震からの復興が今どれく
らい進んでいるかを実感し、復興への思いを寄せる
子どもたちの様子を紹介します。

平成 19年能登半島地震の復興支援として、当時
の珠洲市青年団協議会が企画・開催した「がんばろ
う能登‼珠洲のど自慢大会」。昨年は地震の影響で
開催できなかったため、今回２年ぶりに開催するこ
ととなり、16回目を数えます。珠洲を愛する35組
が自慢の歌声を競います。

紡ぐ学 び  広 がる世 界
ふれあい空間いしかわ

ダイジェスト版

県立生涯学習センター能登分室では、毎年のと里
山空港の開港記念イベントに合わせて能登文化講座
を開催しています。小説家の増田晶文氏を講師に迎
え、大河ドラマ「べらぼう」の主人公、蔦屋重三郎
の魅力について、存分に語っていただいた講座の様
子を紹介します。

講師の竹下義樹氏は、輪島市出身で日本初の全盲
の弁護士です。「弁護士への道のりと今」、「共生社
会とその実現に向けて」のお話はわかりやすく、非
常に濃い、大事なメッセージが詰まっています。そ
の力強い講演から大きなエネルギーがもらえます。

人 権 講 演 会
「障害者を含めた共生社会の実現を」

石川県立生涯学習センター
(金沢市)

が ん ば ろ う 能 登 ! !
珠洲のど自慢大会2025

ラポルトすず
（珠洲市）

この夏、県立歴史博物館では、特別展「未来へつ
なぐ　能登半島地震とレスキュー文化財」が開催さ
れました。地震で被災した建物からレスキューされ
た仏像や古文書、生活道具などは地域の歴史を知る
上で貴重な資料となります。それらの展示や実際の
レスキュー活動の様子を紹介します。

未来へつなぐ 能登半島地震と
レ ス キ ュ ー 文 化 財

県立歴史博物館
（県内）

能 登 に 最 幸 の 笑 顔 を
Smile  Fest iva l  in  NOTO

国立能登青少年交流の家
（羽咋市）

10月、国立能登青少年交流の家では、「Smile 
Festival in NOTO～最幸の笑顔を～」が開催され
ました。震災により失われたさまざまな体験や活動
発表の機会を作るのがねらいです。ステージやネイ
チャーゲームをとおして、手で作る喜びや体を動か
す楽しさを実感する子どもたちを紹介します。

県立生涯学習センターでは、県民を対象に専門家
とバスや徒歩で巡る「ふるさとふれあい現地講座」
を年６回開催しています。かつて北前船の寄港地で
あった小松市安宅と船主集落があった加賀市橋立を
訪ねる講座の様子を紹介します。

ふるさとモット学 び 塾
ふるさとふれあい現地講座

安宅(小松市)
橋立(加賀市)

令和7年度

ふるさとモット学 び 塾
ふるさとふれあい講座
石川県立生涯学習センター

(金沢市)

能 登 文 化 講 座
「戯家(たわけ)と反骨、蔦屋重三郎」
のと里山空港ターミナルビル

（輪島市）


